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子
供
た
ち
が
成
長
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

　

結
城
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
は
本
市
の
宝
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期

　

ま
で
の
支
援
体
制
づ
く
り

　

妊
産
婦
や
子
ど
も
（
高
校
生
相

当
ま
で
）
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
減
ら
し
ま
す
。（
高
校
生
な
ど

に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
か
ら
拡

大
）

　
●
鹿
窪
運
動
公
園
多
目
的
運
動
場

　

の
活
用
検
討

　

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
向
上

や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
た

め
、
鹿
窪
運
動
公
園
の
多
目
的
運

動
場
を
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
病
児
保
育
の
継
続

　

需
要
が
高
い
病
児
保
育
を
引
き

続
き
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

と
就
労
の
両
立
を
支
援
し
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
す
。

●
小
学
２
年
生
か
ら
の
英
語
授
業

　

の
充
実

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

英
語
の
基
礎
や
国
際
感
覚
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
、
小
学
校
２
年

生
か
ら
英
語
授
業
を
開
始
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

市
の
発
展
の
核
と
な
る

拠
点
づ
く
り

　

各
分
野
の
発
展
の
核
と
な
る
よ

う
な
”拠
点
“
を
市
内
各
地
域
に

つ
く
り
、
全
市
が
均
衡
し
て
発
展

す
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
●
防
災
拠
点
と
し
て
の
市
庁
舎
の

　

整
備
推
進

　

市
の
防
災
拠
点
で
あ
る
市
庁
舎

に
つ
い
て
、
計
画
的
な
財
源
の
確

保
と
慎
重
な
作
業
進
行
を
念
頭
に

整
備
を
目
指
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
跡
地
は
北
部
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
の
検
討
・

整
備
を
進
め
ま
す
。

●
新
た
な
工
業
団
地
造
成
に
向
け

　

た
取
組
み

　

上
山
川
北
部
地
区
に
新
た
な
工

業
団
地
を
開
発
す
る
た
め
、
各
種

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機

関
な
ど
と
協
議・調
整
を
進
め
ま
す
。

●
市
立
公
民
館
お
よ
び
分
館
の

　

整
備

　

老
朽
化
し
た
市
立
公
民
館
の
整

備
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

公
民
館
事
業
の
全
市
的
な
展
開
を

図
る
た
め
、
各
地
域
に
分
館
を
設

置
し
、
市
民
の
生
涯
学
習
を
推
進

し
ま
す
。

●
山
川
不
動
尊
周
辺
地
区
の
整
備

　

歴
史
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
お
よ
び
市
南
部
地
域

の
交
流
拠
点
と
し
て
、
山
川
不
動

尊
周
辺
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
結
城
紬
の
振
興
と
観
光
の
活

　

性
化

　

国
重
要
無
形
文
化
財
・
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
、
結
城

市
が
世
界
に
誇
る
「
結
城
紬
」
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
見
世
蔵

の
町
並
み
な
ど
優
れ
た
資
源
を
活

用
し
、
観
光
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

全
て
の
市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

　

定
住
人
口
を
確
保
す
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
完
了

と
、良
質
な
宅
地
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

　

整
備

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
屋
外
拡
声
器
型
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

災
害
情
報
な
ど
を
素
早
く
確
実
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
ま
で
に
市
内
全
域

に
配
備
予
定
）

●
道
路
整
備
事
業
の
推
進

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
や
、
地
域

間
交
通
の
円
滑
化
お
よ
び
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

●
農
地
・
農
道
の
整
備
促
進

　

本
市
の
豊
か
な
農
産
物
の
搬
出

効
率
化
や
荷
傷
み
な
ど
防
止
の
た

め
、
農
道
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
農
作
業
の
機
械
化
を
促
進

し
ま
す
。

●
公
園
施
設
の
充
実

　

良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
た

め
、
下
り
松
中
央
公
園
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園
が

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
適

切
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
若
い
世
代
を
呼
び

込
む
た
め
の
「
医
療
福
祉
系
大
学

の
誘
致
」
や
栃
木
県
小
山
市
と
の

連
携
が
期
待
で
き
る
「
市
北
西
部

地
域
の
開
発
」
な
ど
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
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■
市
政
懇
談
会

　

各
地
区
の
自
治
協
力
員
が

取
り
ま
と
め
た
要
望
に
、
市

長
や
市
の
執
行
部
が
直
接
回

答
し
ま
す
。

　

毎
年
10
月
ご
ろ
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

■
市
長
と
語
る
対
話
集
会

　

市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
訪
問
し
、
市
政
に
つ
い
て

直
接
市
民
の
声
を
お
聴
き
し

ま
す
。
自
治
組
織
や
公
共
団

体
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
市
長
へ
の
ご
意
見
箱

　

市
民
提
案
制
度
と
し
て
、

市
制
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

提
案
を
郵
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
今
月
号
の
裏
表
紙
に
あ
る

　

無
料
封
筒
や
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の『
声
』を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
日
常
生
活
や
地
域
で
の
課
題
、
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な

提
案
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

前
場
市
政
二
期
目
ス
タ
ー
ト

“均衡のとれた市の発展により
小さくともきらりと光るまちづくり”
を進めます

　

８
月
24
日
、
前
場
文
夫
市
長
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　

任
期
初
日
の
24
日
に
初
登
庁
し
た
前
場
市
長
は
、「
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
希
望
に

満
ち
た
結
城
市
を
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。


